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せ
ず
、
一
緒
に
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む 

 

⑱
前
田 

新
一
・
岡
山
小
学
校
で
４
年
生
を 

 
 

対
象
に
電
車
を
利
用
し
た
琵
琶
湖
を
一
周 

 
 

す
る
行
事
に
参
加
、
５
名
の
児
童
を
引
率 

 

⑲
水
原 

弥
一
・
滋
賀
県
骨
髄
献
血
の
輪
を 

 
 

広
げ
る
会
で
骨
髄
移
植
を
必
要
と
す
る
人 

 
 

に
適
合
す
る
ド
ナ
ー
が
見
つ
か
ら
な
い
、 

 
 

ド
ナ
ー
登
録
者
を
募
る
説
明
員
の
養
成
研 

 
 

修
に
参
加
実
践
し
た 

 

⑳
森 

 

幸
夫
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で 

 
 

あ
る
「
や
ま
ゆ
り
の
里
」
で
玄
関
駐
車
場 

 
 

横
の
樹
木
、
生
垣
の
剪
定
と
枝
の
廃
棄 

 

㉑
山
川
平
兵
衛
・
教
林
坊
で
庭
園
の
整
備
や 

 
 

生
垣
の
剪
定
、
刈
り
取
っ
た
枝
の
処
理 

  

第
３
９
期
園
芸
学
科
生
全
員
が
参
加
し
て
の

「
地
域
活
動
体
験
学
習
」
の
発
表
は
、
１
時
間

ほ
ど
で
終
わ
り
ま
し
た
。
一
人
1
件
の
発
表
を

し
ま
し
た
が
、
一
つ
の
活
動
体
験
に
複
数
で
参

加
し
て
い
る
人
が
多
く
、
共
同
で
参
加
し
た
人

は
、
発
表
者
が
終
わ
っ
た
後
に
コ
メ
ン
ト
す
る

な
ど
積
極
的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
。
大
変
有

意
義
な
報
告
会
で
し
た
。 

 

平
成
２
８
年
度
後
期
選
択
講
座
で
あ
る
「
校

外
学
習
・
夏
の
樹
木
管
理
実
習
」
を
、
園
芸
学

科
第
３
８
期
生
及
び
第
３
９
期
生
合
同
で
実
施

し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
研
修
は
、
平
成
２
９
年
８
月
２
２
日 

滋
賀
県
犬
上
郡
甲
良
町
金
屋
に
あ
る
「
滋
賀
県

立
甲
良
養
護
学
校
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
の
「
夏
の
樹
木
管
理
実
習
」
に
参
加
し
た
方

は
、
講
師
に
樹
木
医
で
あ
り
、
校
外
学
習
時
に

お
い
て
、
樹
木
の
剪
定
や
庭
園
の
管
理
方
法
に

定
評
の
あ
る
、
北
村
正
隆
先
生
を
は
じ
め
、
レ

イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
卒
業
が
間
近
か
で
、
大
学
最

後
の
校
外
学
習
と
な
っ
た
３
８
期
生
。
そ
し
て

３
９
期
生
の
仲
間
で
し
た
。
ま
た
、
樹
木
管
理

の
実
習
時
に
は
厳
し
く
、
優
し
く
、
指
導
し
て

く
れ
る
米
原
校
サ
ポ
ー
ト
隊
の
み
な
さ
ん
、
Ｊ

Ａ
東
び
わ
こ
や
甲
良
養
護
学
校
に
関
係
す
る
皆

さ
ん
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

  

■ 

園
芸
学
科
第
３
８
期
・
第
３
９
期
生
合
同
に
よ
る 

  
 

 

後
期
選
択
講
座
「
夏
の
樹
木
管
理
実
習
」
を
受
講 

■ 
  

 
 

  
 

  

～ 

於
：
滋
賀
県
立
甲
良
養
護
学
校 

～ 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

講
師   

北
村 

正
隆 

氏 
 

 

８
月
期
の
ク
ラ
ス
活
動
は
、
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大

学
で
学
習
す
る
項
目
で
あ
る
『
必
修
講
座
（
地
域

の
担
い
手
と
し
て
必
要
な
知
識
や
考
え
方
、
地
域

活
動
の
企
画
・
運
営
方
法
な
ど
の
実
体
験
を
含
め

な
が
ら
学
ぶ
）
』
の
な
か
の
学
習
領
域
『
地
域
活

動
体
験
学
習
（
地
域
活
動
を
実
際
に
体
験
し
、
地

域
と
の
繋
が
り
や
関
わ
り
を
自
ら
つ
く
り
、
地
域

の
方
々
と
共
に
課
題
に
取
り
組
む
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
）
』
を
自
ら
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
を
、
ク
ラ
ス
活
動
・
報
告
会
と
し
て
開

催
し
ま
し
た
。 

 

園
芸
学
科
３
９
期
生
全
員
が
、
平
成
２
８
年
１

０
月
か
ら
平
成
２
９
年
６
月
ま
で
の
間
に
、
地
域 

き
ま
し
た
。
剪
定
を
終
わ
っ
た
養
護
学
校
の
周
り

は
、
す
っ
き
り
と
し
た
樹
木
に
囲
ま
れ
て
、
良
い

環
境
の
も
と
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
と
思
い
な
が
ら
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。 

 

１
３
時
か
ら
行
わ
れ
た
発
表
会
は
、
各
自
が
熱

心
に
取
り
組
ん
だ
内
容
で
、
必
修
講
座
の
学
習
領

域
で
あ
る
「
社
会
参
加
の
う
ち
地
域
活
動
体
験
学

習
」
が
意
味
す
る
活
動
へ
取
り
組
む
意
気
込
み
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

以
下
に
、
園
芸
学
科
３
９
期
生
が
取
り
組
み
報

告
し
た
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。
（
敬
称
略
） 

 

①
今
堀
き
よ
子
・
能
登
川
園
で
花
壇
の
植
え
付 

 
 

け
、
植
え
替
え
、
手
入
れ
な
ど
の
整
理 

 

②
植
谷 

康
雄
・
田
根
地
域
づ
く
り
協
議
会
で 

 
 

酒
米
づ
く
り
と
酒
製
造
、
空
き
家
の
利
用
方 

 
 

法
対
策
、
ガ
ー
デ
ン
交
流
会
の
実
施 

 

③
上
野 

清
治
・
甲
良
工
房
「
心
」
で
病
院
や 

 
 

福
祉
施
設
へ
の
家
具
製
造
、
福
祉
体
験
授
業 

 

④
宇
野 

賢
一
・
三
津
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク 

 
 

ル
「
か
っ
と
り
」
で
草
刈
り
や
剪
定
、
花
壇 

 
 

の
植
栽
、
宇
曽
川
で
桜
を
植
栽 

 

⑤
大
町
千
津
子
・
多
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
の 

 
 

 

「
こ
ど
も
食
堂
」
で
カ
レ
ー
や
お
菓
子
を
準 

 
 

 

備
、
給
仕
や
後
片
付
け
で
触
れ
合
い
を
実
施 

 

⑥
桂
田 

芳
明
・
彦
根
四
番
町
ス
ク
エ
ア
で
駐 

 
 

車
場
や
公
園
の
整
備
、
花
壇
の
花
つ
く
り 

 

⑦
鎌
田 

一
彦
・
海
津
大
崎
「
さ
く
ら
守
り
の 

 
 

会
」
で
桜
並
木
周
辺
の
ご
み
拾
い
や
枯
れ
枝 

 
 

の
回
収
、
害
虫
駆
除
や
施
肥
作
業 

 

⑧
川
崎 

 

勝
・
里
山
保
全
活
動
団
体
「
遊
林 

 
 

会
・
川
辺
の
森
」
で
里
山
の
自
然
環
境
を
管 

 
 

理
す
る
活
動
、
ス
ギ
ナ
や
藻
の
除
去
作
業 

 

⑨
川
村
喜
八
郎
・
長
浜
城
歴
史
博
物
館
で
「
月 

 
 

刊
友
の
会
だ
よ
り
及
び
チ
ラ
シ
」
の
仕
分
け 

 
 

と
発
送
作
業 

 

⑩
北
川 

勝
美
・
ひ
こ
ね
桜
守
の
会
で
彦
根
城 

 
 

中
堀
付
近
の
桜
の
開
花
前
や
開
花
後
の
施
肥 

 
 

作
業
、
桜
の
幹
に
つ
い
た
苔
の
除
去
作
業 

 

⑪
北
村 

佳
治
・
伊
吹
山
も
り
び
と
の
会
で
伊 

 
 

吹
山
固
有
種
の
イ
ブ
キ
タ
ン
ポ
ポ
の
絶
滅
防 

 
 

止
の
た
め
西
洋
タ
ン
ポ
ポ
の
除
去
作
業 

 

⑫
清
水
千
恵
子
・
能
登
川
園
で
花
壇
づ
く
り
や 

 
 

門
松
つ
く
り 

 
⑬
杉
村
百
合
子
・
み
ど
り
の
会
「
や
す
ら
ぎ
ハ 

 
 

ウ
ス
」
で
周
辺
環
境
の
整
備
、
生
垣
下
の
除 

 
 

草
や
枯
れ
枝
や
徒
長
枝
の
剪
定
、 

 

⑭
須
田 
進
一
・
彦
根
四
番
町
ス
ク
エ
ア
で
街 

 
 

路
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
花
の
植
え
替
え
や
植
樹 

 

⑮
田
中 

正
幸
・
み
ど
り
の
会
「
ほ
お
づ
き
作 

 
 

業
所
」
で
剪
定
、
整
備
、
植
え
替
え
作
業
、 

 
 

玉
ツ
ゲ
の
掘
り
起
こ
し
、
除
草
、
施
肥 

 

⑯
廣
田 

 

茂
・
小
田
苅
家
で
不
在
家
屋
の
古 

 
 

民
家
を
整
備
し
憩
い
の
家
と
し
て
活
か
す 

 

⑰
藤
本 

 

治
・
お
し
ゃ
べ
り
喫
茶
「
わ
茶
わ 

 
 

茶
」
で
神
社
の
神
鏡
水
で
お
茶
を
、
無
理
を 

 

当
日
は
、
甲
良
養
護
学
校
へ
集
合
し
、
現
地

で
解
散
で
あ
っ
た
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
て

い
た
と
お
り
、
脚
立
な
ど
の
道
具
類
を
車
で
運

ぶ
者
、
居
住
通
学
地
域
に
い
る
メ
ン
バ
ー
数
人

づ
つ
が
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
自
動
車
に
分
乗
し

て
向
か
い
ま
し
た
。 

 

甲
良
養
護
学
校
正
門
前
に
集
合
し
、
個
々
に

出
欠
確
認
を
行
な
っ
た
後
、
養
護
学
校
の
校
長

先
生
の
話
や
北
村
講
師
に
よ
る
「
剪
定
作
業
に

つ
い
て
の
説
明
、
作
業
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事

項
に
つ
い
て
」
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

い
よ
い
よ
選
定
作
業
の
開
始
で
す
。
あ
ら
か

じ
め
班
別
指
定
を
行
っ
た
通
り
、
作
業
場
所
に

分
か
れ
剪
定
作
業
に
取
掛
り
ま
し
た
。 

 

わ
が
園
芸
学
科
第
３
９
期
生
は
、
班
ご
と
に 

分
か
れ
、
大
き
な
樹
木
や
目
の
前
の
灌
木
を
相

手
に
、
ノ
コ
ギ
リ
や
ハ
サ
ミ
を
使
っ
て
選
定
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
お
盆
を
過
ぎ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
夏
の
日
差
し
が
ギ
ラ
ギ

ラ
と
強
く
、
ま
た
蒸
し
暑
い
気
象
条
件
に
も
か

か
わ
ら
ず
精
力
的
に
活
動
し
た
た
め
、
作
業
は

早
い
こ
と
完
了
し
ま
し
た
。 

 
 

こ
の
日
は
、
暑
い
日
で
し
た
の
で
、
作
業
に

当
た
っ
て
は
熱
中
症
対
策
な
ど
の
体
調
管
理
に

努
め
ま
し
た
し
、
養
護
学
校
側
か
ら
の
配
慮
で 

冷
た
い
ス
イ
カ
や
氷
菓
子
の
提
供
も
あ
り
全
員

無
事
に
何
事
も
な
く
実
習
を
終
え
る
こ
と
が
出 

作業にかかる前に、北村先生から指導を受ける 

  

■ 

「
ク
ラ
ス
活
動
・
報
告
会
」 

■ 
  

 
 

 
 

～ 

地
域
活
動
体
験
学
習
発
表
会 

～ 
 

 
 

 
 

 

 
 
 

 
 

 

作業にかかる前に、甲良養護学校、校長先生の挨拶を受ける参加者 

で
取
り
組
ん
だ
活
動
体
験
内
容
を
、
実
施
す
る
た

び
に
「
地
域
活
動
体
験
学
習
実
施
予
定
表
及
び
報

告
書
」
に
よ
っ
て
事
務
局
に
提
出
し
て
い
ま
す
。 

 
 

今
回
は
、
各
自
が
取
り
組
ん
だ
多
く
の
体
験
報

告
内
容
か
ら
１
項
目
を
選
ん
で
発
表
し
ま
し
た
。 

 
 

報
告
会
は
、
八
月
三
十
一
日
（
木
）
の
午
後
に

米
原
公
民
館
の
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
報
告

会
は
、
地
域
活
動
委
員
で
あ
る
須
田
進
一
さ
ん
と

川
崎 

勝
さ
ん
の
司
会
進
行
に
よ
り
、
ひ
と
り
３

分
の
持
ち
時
間
で
発
表
し
ま
し
た
。 

須田地域活動委員長の司会で行われた地域活動報告会 

   

★
★ 

園
芸
学
科
通
信
・
番
外
取
材
編 

★
★ 

  
 

 

草
津
校
で
開
催
の
大
学
祭
を
訪
ね
て 

   
 

 
 

 
 

 

 

米
原
校
で
行
わ
れ
た
大
学
祭
が
終
っ
た
約
1
週

間
後
、
草
津
校
で
も
「
今
輝
こ
う
！
こ
の
時
・
こ

の
場
所
・
こ
の
仲
間
」
を
テ
ー
マ
に
、
大
学
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
草
津
校
の
先
輩
か
ら
の
誘
い
で 

行
っ
て
き
ま
し
た
。
大
学
祭
の
開
催
日
は
、
3
日

間
で
し
た
が
、
8
月
3
日
の
「
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン

ト
」
の
日
に
訪
ね
ま
し
た
。 

 

園
芸
学
科
、
陶
芸
学
科
で
作
成
し
た
作
品
を
展

示
す
る
会
場
、
地
域
文
化
学
科
、
健
康
づ
く
り
学

科
な
ど
が
課
題
学
習
の
成
果
を
発
表
す
る
会
場
や 

苔
玉
つ
く
り
や
体
力
測
定
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー 

も
あ
り
、
い
づ
れ
の
場
所
も
大
変
な
賑
わ
い
で
し

た
。
ス
テ
ー
ジ
演
芸
で
は
、
紙
芝
居
・
詩
吟
・
楽

器
演
奏
・
歌
唱
・
江
州
音
頭
等
の
演
目
が
あ
り
ま

し
た
が
、
大
い
に
盛
り
上
っ
て
い
ま
し
た
。
来
年

も
開
催
さ
れ
る
大
学
祭
の
参
考
に
で
き
た
の
で
は

？
と
思
い
な
が
ら
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。 

編
集
後
記 

 

平
成
２
９
年
８
月
３
１
日
発
行
「
第
３
９
期
・
園
芸
学
科 

通
信
第
１
１
号
」
を
お
届
け
し
ま
す
。 

 

今
月
は
、
園
芸
学
科
第
3
８
期
及
び
３
９
期
生
が
合
同
で 

滋
賀
県
立
甲
良
養
護
学
校
の
樹
木
管
理
実
習
を
行
い
ま
し
た 

が
、
夏
の
日
差
し
が
強
い
日
で
し
た
が
、
サ
ポ
ー
ト
隊
や
学 

校
関
係
者
一
同
が
樹
木
の
剪
定
や
環
境
整
備
に
汗
を
流
し
ま 

し
た
こ
と
。
入
学
し
た
頃
よ
り
取
り
組
ん
だ
「
地
域
活
動
体 

験
学
習
」
を
、
ク
ラ
ス
活
動
の
場
で
報
告
し
た
こ
と
を
取
り 

上
げ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
佳
） 


